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講義概要

・連続時間マルコフ連鎖の推移確率の計算例。
・ブラウン運動など、発展的話題の紹介。

期末試験の予告問題
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の独立なポアソン過程とする。

Nt = N
(1)
t + N

(2)
t + N

(3)
t と定めるとき、次の問いに答えよ。

(1) {Nt}t≥0はポアソン過程となるが、そのパラメーターを求めよ。

(2) P (N3 = 2 |N5 < 3) =
P (N3 = 2)P (N2 = 0)

P (N5 < 3)
を示せ。

(3) P (N3 = 2 |N5 < 3)を求めよ。
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